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古今東西を問わず童話や童謡が存在するように，日常的に音楽や音声に触れることは，ヒトが人間となる過程において必要

不可欠な要素であると思われる．言語や音楽を扱うことは，他のホニュウ類や霊長類と人間を区別しうる能力であることか

ら，その両者に見られるメカニズムの共通性を探ることは，重要な心理学的課題であるといえるだろう．発話音声がもつ音

楽的特徴については，従来からさまざまな分野において指摘がなされてきたが，その関連性について定量的な手法を用いて

実証した研究はほとんど存在せず，未だ憶測の域をでないというのが現状である．したがって，本研究の延長線上として最

終的な目的となりうるのは，音声と音楽における感情表現とその知覚法則の関連性について明らかにすることであるが，そ

のような広大な領域にまたがる主題を，本研究のみで取り扱うことは不可能である．したがって本研究ではその第一歩目と

して，感情的な発話のイントネーションがもつ音響学的特徴と，その和音性の関連について焦点を当てて検討したい． 

 以下，本論文の構成について概略的に述べる．第２章では，音楽における感情表現と音声における感情表現の類似性につ

いて議論する．音楽と音声はともに感情を伝達するための重要なチャンネルの１つに数えることができることから，感情伝

達の心理的メカニズムとして共通のコード体系を用いていると仮定することは的外れな試みではない．したがって，はじめ

に従来の心理学的研究において用いられてきた，感情に対する概念的枠組みについて触れた後，音楽において用いられる音

響学的パラメータとその感情表現の関連性，次に，音声において用いられる音響学的パラメータとその感情表現の関連性に

ついて議論する．最後に，その双方が共通のコード体系を用いていることを示唆した研究について触れた後，その研究にお

いて問題点として残された課題こそが，本研究の目指している解決課題であることが指摘される． 

 第３章では，和音性に関わる定量的な理論モデルの構築を試みる．そのためにまず和音性を定量的に扱うための基礎とな

る，音響心理学および心理物理学に基づいた和音理論の紹介と，その理論の仮定が含む問題点についての指摘を行なう．従

来の古典的音楽理論では，和音の性質がもつ種々の現象に関しては，経験的には明らかにされているけれども，その心理物

理学的な成立基盤に関してはよく分かっていない．和音性の定量化を試みることは，和音性が質的な心理現象ではなく，音

響学的な心理物理学に基づいた量的現象であるという可能性を指摘すること，また，その定量化によって分野に関わらない

応用の可能性が開かれること，といった点において重要である． 

 第４章では，第３章で明らかとなった和音性の定量化手法を，発話のイントネーションに適用するにあたって生起するさ

まざまな問題点と，その解決法について議論する．音楽と音声は共通の心理学的メカニズムをもつ可能性が指摘されている

にも関わらず，音楽においては感情表現の手段となりうる和音性といった音響学的性質が，音声研究においてはその表現さ

れた感情を特定化するためのパラメータとして用いられては来なかった．第３章で明らかにするように，和音性の定量化に

ついては解決可能な課題であることから，本章では，連続的に変化する音声のピッチ曲線から，その和音性の決定に関わる

ピッチ群を，どのような方法を用いて抽出すればよいかといった問題に焦点を当てる．はじめに，発話のピッチ曲線に見ら

れる特徴が，和音性と深い関わりをもつことを示唆する．次に，ピッチ曲線から和音性に関わる主要なピッチ群を抽出する

ための，方法論的な問題点について指摘した後，その解決において必要となる概念と道具立てについて説明を行なう．最後

に，そのような和音性に関わるピッチ抽出法が，音声に関わらず適用可能であることを示し，その概念と道具立ての有効性

および妥当性を検討する． 

 第５章では，実際に得られた感情的発話データから，和音性の定量化手法を用いて，それぞれの発話に含まれる和音性に

ついての評価を行なう．第４章で明らかする手法によって抽出されたピッチ群は，その和音性を評価するために，２つの区

別されるピッチ知覚モデルに適用される．それらは，２音のピッチの組合せによって決定される“協和度”の定量化モデル

と，３音のピッチの組合せによって決定される“緊張度”および“モダリティ”の定量化モデルから構成される．本章では

その和音性の定量化関数として，倍音成分を含めない“基本曲線”を用いて評価する．その理由としては，簡略化された基

本関数を用いることで，発話の和音性についての大まかな検討が行えるという点，実際の発話ではその基本曲線を構成する

心理学的メカニズムのみが，感情状態を伝達する社会的シグナルとして用いられている可能性がある点，などが挙げられる． 

 第６章では，発話の感情表現に含まれる和音性が，第５章で指摘するような基本的メカニズムに基づくものなのか，それ

とも純粋な音響学的特性に基づくものであるのかを明らかにするために，倍音成分を含んだ曲線を用いてその和音性の評価

を行なう．したがって第６章では，第５章において用いられたデータと主要ピッチの特定化手法を用いながらも，評価関数

として異なる倍音成分を含んだ曲線を用いて，その和音性の評価を試みる．さらに，第５章で得られた結果との比較検討を

行なうことで，上記において指摘した議論について解決を試みたい．第６章の結果において，第５章の結果と同様に発話の

和音性が見出されるのであれば，感情表現の手段として用いられる発話の和音性は，まさに音楽に用いられる和音性と同様

の音響学的パラメータであると結論づけることが可能であり，人間は感情表現の手段として，協和音や不協和音，長調や短

調といった和音性そのものを用いているのだと，より強く結論づけることができるだろう． 

第７章では，総括として本研究の結論が述べられる．本研究によって明らかとなった点と残された課題に触れた後，残され

た課題のその解決に対する今後の展望が述べられる． 


